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「子どもが地域に見守られ 

安心して未来に羽ばたけるまち 宇陀」 
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平成２４年度進捗状況報告 

～宇陀市次世代育成支援後期行動計画～ 

●  行動計画と進捗状況の確認・評価 

「宇陀市次世代育成支援後期行動計画」は、次代を担う子どもと子育て家庭の支 

援を総合的・計画的に推進することを目的に策定されました。 

平成２２年３月に策定されたこの計画は「次世代育成支援対策推進法」第８条に基

づく行動計画であり、この計画を実効性のあるものとして進めるためには、その進捗状

況をしっかりと管理（確認・評価）する必要があります。 

●  進捗状況の公表 

  計画の実施にあっては、行政のみならず家庭や地域、保育所、幼稚園、学校、企

業等が一体となり、次世代育成支援対策に関する取り組みを推進することが不可欠で

あるため、計画に基づく措置の進捗状況等に係る情報を、毎年公表していきます。 

①平成２４年度主要事業進捗状況報告 

進捗状況 事業件数 割 合 

継 続 ８２ 件 100.0 ％ 

計 ８２ 件 100.0 ％ 
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平成２４年度 平成２６年度 ２６年度目標に対する進

実績 目標 捗割合（２３年度実績）

平日昼間の保育サービス

認可保育所（園） （人） 137 180 76.11%

保育５サービス （人） 137 180 76.11%

　うち　家庭的保育事業 （人） 未実施 検討 ニーズに合わせて検討

認可保育所（園） （人） 213 316 67.41%

保育５サービス （人） 213 316 67.41%

保育６サービス

　うち　認可保育所＋家庭的保育
　　　　＋幼稚園の預かり保育

（人） － －

（か所） 未実施 検討

（人） 5 6 83.33%

（か所） 1 2 50.00%

（人） － －

（か所） 未実施 検討

（人） 0 8 －

（か所） 0 1 －

（人） － －

（か所） 未実施 検討

（日数） － －

（か所） 未実施 検討

（日数） － －

（か所） 未実施 未実施

（日数） － －

（か所） 未実施 検討

（日数） 1115 1591 70.08%

（か所） 5 5 100.00%

（か所） 0 1 －

（人） 135 165 81.82%

（か所） 5 5 100.00%

（か所） 1 3 33.33%

（か所） 0 1
平成２４年度は、子育て
サポートクラブとして実施

ファミリー・サポート・センター事業

夜間帯の保育サービス

ショートステイ事業

放課後児童健全育成事業

地域子育て支援拠点事業

一時預かり事業

休日保育事業

ニーズに合わせて検討

ニーズに合わせて検討

ニーズに合わせて検討

ニーズに合わせて検討

３
歳
未
満
児

３
歳
以
上
児 583 436

全
体

特定保育事業

ニーズに合わせて検討

延長保育事業

②平成２４年度特定事業の進捗状況報告

133.72%

　うち　病児対応児・病後児対応型

ニーズに合わせて検討

病児・病後児保育事業

　うち　体調不良児対応型

夜間保育事業

トワイライトステイ事業

（人）
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宇陀市次世代育成支援後期行動計画　～平成２４年度進捗状況報告

H24
進捗

２ 継続

政策目標 推進項目 事業名称 平成２４年度の実績・評価

1

子
ど
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
の
支
援

①

子
ど
も
と
母
親
の
健
康
の
確
保

1
効率的な母子保健事業の充実
　　　（健康増進課）

健康増進課、保健センターが連携し、効率よく事業を実施。
子育て連携会議など関係課・関係機関と連携した事業を実施。
また、平成24年度より「要支援家庭検討会議」を実施し要保護児童に至るま
でのハイリスクケースについて情報共有を行い、対応について検討してい
る。

継続

健康づくり推進事業（健康増進課・保健センター）
健康づくり推進員に対し、健康うだ21計画の妊産婦・乳幼児の取組について
周知

３
母子健康手帳の交付と妊婦指導
妊婦一般健康診査受診票交付
　　　（健康増進課・保健センター）

妊娠届出数　131件　妊娠12週以降の妊娠届出数　7件（5.3％）

継続
妊婦健康診査補助券綴り等交付数　124件

４
母親教室　妊婦への個別の保健指導
　　　（健康増進課・保健センター）

・たまごクラス〈母親教室〉
　　参加人数：実３３人　　　延　58人
　　出産・育児に備えて知識伝達し、母、父になる心構えを構築するきっか
　　けづくりにする。また、妊婦同士交流することで出産後も情報交換をし
　　ながら安心した育児ができるきっかけとなる。

継続

・個別の保健指導　　面接・訪問による被指導者数：１０１人

訪問実施件数：実41件　延52件

所内での面接相談や指導件数数：実156件　　延195件

５
乳児（新生児）、産婦訪問指導
　　　　　　（保健センター）

乳児家庭全戸訪問事業と併せ実施。
全出生を対象とし、助産師会を通じ助産師に委託および保健師による訪問
を実施。
訪問実施数：乳児　157人　　産婦　153人 継続

転出等により対象中　3人未実施

継続

最終回に仲間作りのきっかけとして、妊婦との交流の場としてたまひよサロ
ンを実施。
たまひよサロン（妊婦と乳児・保護者の交流）時参加人数：40人
たまひよサロンは、子育て支援センターを利用することで、子育て支援セン
ター事業に乳幼児やその養育者が参加するきっかけとなる。

６
乳幼児訪問指導
　　　　　　（保健センター）

主に健診未受診者、健診受診後の要経過観察児を対象に実施しているが、
こうしたケースの把握や支援の方法として、所内面接による相談や支援の件
数の方が多い

継続

８
乳幼児健康診査
　　　　　　（保健センター）

※別紙

継続

７
育児教室
　　　　　　（保健センター）

ひよこクラス（育児教室）　　4クール（全3回）実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加人数　実47人　延121人

９
カンガルー教室
　　　　　　（保健センター）

平成24年5月～平成25年2月まで、月１回　年間１０回実施

継続参加人数　実18人　　延69人

継続支援が必要なケースは、こあら教室（療育教室）へ移行、入園に至るま
でに個別に継続支援を実施

１０ 予防接種（保健センター）

※別紙

継続
乳児（新生児）・産婦訪問指導時、予防接種の必要性や接種に関する具体
的な情報を提供。ひよこクラス時、実際に予防接種のスケジュールを組み、
具体的な予防接種の受け方について学ぶことで、スムーズに接種を受ける
ことができる。
平成24年10月から予防接種説明会を実施　参加者数：63人（5回実施）

１１
宇陀市立病院小児科の設置
　　　　　（市立病院）

宇陀市立病院には小児科を設置しており、事業目的としては達成していると
いえる。求められる取組み内容『小児医療体制の整備を図り安心できる医療
を提供できるよう努めること』という観点から評価するならば、現在の市立病
院小児科の医師は非常勤医師であるため、入院患者の受入れが出来ない
現状にある

継続

１２
小児・妊産婦医療情報の提供及び救急医療、
情報の提供
　　　　　（健康増進課・保健センター）

乳児（新生児）・産婦訪問指導時、救急時の診療体制や電話相談窓口に関
するリーフレットを配布。
毎月全出生児の保護者を対象に予防接種説明会を実施。
（H24年10月から開始　実施回数：5回　参加者数：63人）
予防接種法の改正に伴い、市内医療機関従事者を対象に予防接種説明会
を実施

継続

②

食
育
の
推

進 １３
食生活改善推進員活動
            (保健センター）

食育推進の一環として、子どもの頃から野菜を毎食食べてバランスの良い
食生活を身につける事を目的に小学校・保育所等の園児・児童・保護者を対
象に調理実習及び講義を実施した

継続
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宇陀市次世代育成支援後期行動計画　～平成２４年度進捗状況報告

H24
進捗

政策目標 推進項目 事業名称 平成２４年度の実績・評価

1

子
ど
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
の
支
援

②

食
育
の
推
進

１４
食育の推進
　　（教育総務課・保育所（園）・幼稚園・
　　小、中学校、給食センター・保健センター）

宇陀市独自で食育推進の歌として「毎食楽しく食事を食べる事」を目指した
『元気ごはんの歌』のＣＤを作成、市内幼・保・小学校に配付。また、野菜を
毎食食べてもらうために簡単にできる野菜料理を市民から募集し、「野菜
たっぷりクッキング」としてうだチャン１１で放送している。

継続

幼、保
・試食会を実施し試食後、栄養士より給食の調理の仕方や味付け、量等を
指導してもらい食べることの大切さを理解してもらうことができた
・菜園活動を通し、収穫した野菜でクッキングを行い、苦手な食べ物も少しず
つ食べられるようになってきた。また、食生活改善推進員を講師に招き親子
クッキングも実施した

小学
・給食指導として、大きく３つの指導目標を設定し、取り組んできた。また、給
食時には、校内放送で給食クイズや食に関する内容の話をしながら意識付
けを図った。

　　　　指導目標　　○楽しい会食　○正しい食生活の理解　○勤労と感謝

・子どもたちの発達段階に応じて、食べ物の栄養や働きと健康について、教
科の学習とも関連付けて学習を進めてきた。５年では合鴨農法による米作り
体験を通して、食の大切さについて学習した。６年では、栄養士を講師に招
き、成長期における食の大切さについても学習した。
・給食試食会を実施し、栄養士から学校給食の工夫を伺い、食の大切さを理
解してもらう機会となった。
・栄養教諭と協力しながら、各学年の「食」に対する指導目標や年間計画に
沿い、授業を組み立て、進めることができた。・朝食に関するアンケートを行
い、結果を報告することで子どもたちや保護者に「食」の大切さについて改め
て認識してもらうことができた

中学
・食堂入り口２カ所に献立掲示板設置。食堂内の各所に献立のイラスト掲
示。
・生活実態調査を実施し、朝食をとっていない生徒の把握、残乳調査を実施
し、学校だより等で保護者に啓発。
・教科（家庭科）でアンケートを実施、生徒の食生活の実態を把握。給食指導
を徹底した結果、ほぼ、残食ゼロであった。
・家庭科の「食物」分野や、給食指導を通して、「食」の大切さへの理解をす
すめた。
・教科指導（保健）、学級指導の中で、朝食を抜かないでバランスよく食事を
とることの大切さを指導した

継続

③

次
代
の
親
の
育
成
支
援

１５
異年齢交流・職業体験
　　　　　（保育所（園）、幼稚園、小・中学校、
　　　　　　高校、保健センター）

・健康うだ21計画思春期保健部会の一環と併せて、「中学生と乳幼児のふれ
あい体験事業」を市内全中学校を対象に実施。
室生中学校3年生:28人、菟田野中学校2年:32人、大宇陀中学校３年:65人、
榛原中学校2年144人
・ふれあい体験事業実施前に、助産師による事前学習を実施。
室生中学校3年生：34人、菟田野中学校2年：32人、大宇陀中学校３年：65
人、榛原中学校2年：139人

継続

幼、保
・中学生や高校生の職場体験の受け入れを行い、日頃触れ合う機会が少な
い中学生や高校生と関わりをもつことで、温かさや優しさを感じることができ
た。また、園行事にも参加をしてもらった。
・月１回お楽しみ会（誕生会）を園全体で行い、異年齢で誕生児を祝ったりふ
れ合い遊びをしたりして交流を図った。
・小学生との交流を通し、園舎の見学や校庭で遊ばせてもらうことで、入学
への期待をふくらませることができ、スムーズな入学ができた。（年３回交流）
・毎朝全園児が集まってリズム体操や運動遊びを行いながら、異年齢での
活動を深めた。

小学
・６年生が１年生の教室に足を運び、本の読み聞かせや紙芝居などをして交
流を図った。また、掃除の手伝いなどをしながら１年生との関わりを深めるこ
とができた。
・異年齢交流では、小規模校の特性を生かした縦割り班活動を取り入れて
いる。日々の清掃活動や体育的行事、集会活動などで実施することができ
た。職業体験では、５年生でのカモ米作り、４年生での消防署や水道局・ゴミ
センターの見学、２・３年生でのスーパーや商店街・産業の見学などを実施
することができた。
・４学年においては、産地直売所「こもれび市場」主催のこもれび祭に参加
し、自分たちの育てた花の苗を販売し、農業体験並びに販売体験をすること
ができた。
・高学年のクラブ活動では、地域高齢者に茶道の指導を受け、交流すること
ができた。
・栽培活動や学校行事での全校縦割り班活動を通して、異年齢間のコミュニ
ケーションの促進や交流を図った。

中学
・地元の幼稚園に職場体験学習等に伺うことにより園児たちとふれあえた。
・年度末プランターに花を植え、小学校、幼稚園へ配布することで、自分たち
が育った学校や地域への感謝の気持ちと、園児・児童への花を大切にする
心を伝える。
・各学年で、色んな行事を通して取り組むことができた。
・ふれあい体験事業として、乳幼児との触れ合い体験を行った。また、地元
高校と一緒に、年２回クリーンキャンペーンを行い奉仕活動を行った。
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８【乳幼児健康診査】大宇陀保健センター・室生福祉保健交流センターで実施

健診回数 対象者数 受診者数 受診率 (%) 未受診者 
未受診者中、

未把握者数 

乳
児
健
診

４～５か月児 

健診 
１２ １７１ １６０ ９３．６ １１ １ 

10～11 か月児

健診 
１２ １６６ １５７ ９４．６ ９ １ 

１歳６か月児健診 ７ １６２ １５５ ９５．７ ７ ３ 

３歳児健診 ９ ２０６ １８６ ９０．３ ２０ ３ 

２歳児歯科健診 ７ １６１ １４９ ９２．５ １２ ８ 

健診未受診者への対応は、次回の健診案内・面接・訪問・電話連絡・予防接種時に面

接・幼稚園・保育所連絡を実施。未受診者の中には転出や長期入院・海外在住者もある

が、関係機関などと連携し、把握に努めている。

１０【予防接種】 

種別 
接種者数

(延べ人数)
接種方式 

ＢＣＧ １６０ 榛原保健ｾﾝﾀｰで実施 

ポリオ（生） １２３ 4月のみ榛原保健ｾﾝﾀｰで実施

ポリオ（不活化） ５１９ 11 月から医療機関で接種

３種混合 ５４９ 10 月まで大宇陀保健ｾﾝﾀｰおよび

榛原保健ｾﾝﾀｰで実施（3種混合）

11 月から医療機関で接種４種混合  ５７

MR１期 １６１
医療機関で接種 

MR２期 １８９

MR３期 ２５９ 市内各中学校で実施 

MR４期 ２３０ 医療機関で実施 

日本脳炎 １３１１

大宇陀保健ｾﾝﾀｰおよび榛原保健

ｾﾝﾀｰで実施 

医療機関で実施 

ジフテリア・破傷風 ２５０ 市内各小学校で実施 

※ 予防接種説明会：生後 2か月児の保護者対象に１０月から榛原保健センターで実施 

実施回数：５回 参加者数：６３人 

-5-



宇陀市次世代育成支援後期行動計画　～平成２４年度進捗状況報告

H24
進捗

１９
世代間交流事業
　　　　　（保育所（園）、幼稚園）

幼
・祖父母参観、自由参観、運動会、文化祭等に来園していただく機会を多くし
た。
・地域の老人会の方やぬくもりサロン利用の高齢者の方等との交流を行い、
触れ合い遊びをした。
・民生児童委員の方と芋掘り、老人会の方と餅つきを一緒に行い交流した。

継続
・地域の老人会の方を保育所の行事に招いたり、いきいきサロンに招待して
もらったり、敬老参観を実施したりして交流を深め、その中でいたわりや思い
やりの気持ちを育てる。
・保育園近くの地域（２自治会）の高齢者に協力を仰ぎ年2回近くの公園で交
流したり、秋に園に招待して共に遊んだりする。幼稚園・小学校・中学校・榛
生昇陽高校生との交流は頻繁に行う。
・ ボランティアの方による読み聞かせは毎月一回していただく。

幼
・未就園児交流会（年５回）を実施し、行事にも参加を呼びかけ、幼稚園を
知ってもらった
・未就園児交流会に支援センターと一層の交流を図りながら、子育てや入園
についての不安を解消するよう努めた。

継続
・ボランティアの方に来てもらい絵本や紙芝居を読んでもらったり、地域の方
に保育所の行事に参加してもらったりして、地域ぐるみで子どもたちを見守っ
てもらうようにした。
・小学校と園だより・学校だよりの交換をし、より理解を深めた。卒園した小
学生が来園し交流したり、校庭で遊ばせてもらったり、連絡会やお互いの参
観を通して園児や卒園児の理解に努める。

幼、保
・幼小連絡会を年間３回と、授業参観や保育参観で交流を行った。
・子どもたちが小学校の校庭で遊ばせてもらったり、校舎の見学をさせても
らったりして、入学への期待が膨らんだ。
・幼稚園での出来事や小学生との交流を写真や文書で、交流後も印象的な
ものとなるよう知らせた
・中学校は職場体験前より連絡会をもって情報交換をし、スムーズに体験学
習に入れるようにした。

継続

小学
・１年生が、就学前の園児たちに、本の読み聞かせをしている。児童はそれ
らのことをすることで、年下の子どもたちに優しく接しようとする気持ちを持っ
たり、成長した自分に気づくことができる。
・秋の運動会に園児が参加できる種目を設定している。
・幼稚園･保育所とは、学校探検や運動会、一日体験入学の機会、中学校と
は６年生が一日体験入学の機会を設け、交流を進める他、教職員との交流
を図っている。
・秋の運動会を共同開催している。また夏休み明けに実施している児童作品
展や、５年生の音楽発表に幼稚園児を招待し、見学してもらった。職員間で
は、幼稚園の避難訓練に小学校教員が協力した。
・幼稚園や中学校とは、授業参観や連絡会を通して年に数回連携を図って
いる。特に、気になる子については、直接担任の先生から具体的な様子を聞
き、学級編制や入学後の指導に役立てている。
・夏休みには、中学校の陸上練習に参加、県の陸上記録会に向けて指導を
受けている。また、一日体験入学では、部活動紹介や体験入部をさせてもら
い、児童・生徒が交流する時間をもてた。

中学
・育児体験、保育体験を実施。幼児の思いや願いから、命の大切さや子育て
の大切さ、家族の絆等を学べた。
・市の「健康うだ推進事業」で「乳幼児とのふれあい体験」を実施することが
できた。
・市教委主催の保・幼・小・中連絡会に参加し、連携を深めた。また、中学校
区の小学校との連絡会を毎学期もち、児童、生徒についての情報交換を行
い、校種間での授業参観等も行い連携を密にしている。

・園庭開放を実施。週２日～３日、時間は、１時３０分～３時頃と各園の実態
によって異なる
・子どもの遊び場の確保、親子の交流の場として、開放している

継続

・月1回の園庭開放で保育園の園庭を、地域の未就園児に安心して遊ばせ
ることができる遊び場やふれあいの場として利用してもらうことができた。
・文化祭や運動会に招待し、保育園の行事を知ってもらい、就学前の児童と
の交流ができた。

１６
園庭解放
　　　　　　（保育所（園）、幼稚園）

１７
保育所（園）、幼稚園と小・中学校の連携
　　　　　（保育所（園）、幼稚園、小・中学校）

１８
乳幼児教育の振興活動
　　　　　（保育所（園）、幼稚園）

政策目標 推進項目 事業名称 平成２４年度の実績・評価
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宇陀市次世代育成支援後期行動計画　～平成２４年度進捗状況報告

H24
進捗

政策目標 推進項目 事業名称 平成２４年度の実績・評価

２４
学校評議員制度の活用
　　　　　（幼稚園、小・中学校）

小学校
・学校行事への臨席だけでなく、授業公開やオープンスクールでの参観をと
おして、児童の様子や学校の現状を見てもらい、評議員会で意見を頂戴した
り、県教育委員会の事業「見直そう！家庭と学校　協働プロジェクト」の実行
委員会のメンバーになっていただき、建設的な意見を出していただき、事業
を進めていくことができた。
・期待と信頼に応える学校づくりを進めるために臨時の授業参観や懇談会を
開催した。
・２４年度から、保護者代表の方（ＰＴＡ会長・副会長）にも学校評議員を委嘱
し、保護者の視点から学校の教育活動への意見や感想を聞き、学校の取組
に生かすことができた。一学期に学校評価指標を提示し、年度末に学校関
係者として評価していただくことでより多面的な学校評価を行うことができ
た。
・年３回の学校評議員会を開催し、様々な立場からご意見をいただくことが
できた。また、評議員の方々には折に触れ、学校や子どもたちの様子を細や
かに見ていただくことができた。

継続

・１つの部が近畿大会に二年連続で出場するなど活躍できた。他の部も各大
会での勝利を目指し、努力すること、礼儀やマナーを守ることの大切さを身
につけてきた。吹奏楽部は、コンクール出場だけでなく、地元の施設に出向
き、演奏活動を通して交流を図ることができた。
・生徒は部活動に意欲を持ち、活動している。また、部活動の環境整備等の
支援にも教職員が組織的に取り組んだ。
・部活動を「体力や知力の向上」「学校の活性化」として位置づけ、地域との
連携や支援を受け、取り組んだ。

継続

２３ 小学校、中学校の整備（学校教育課）

大宇陀小学校建設事業
1期工事が完了し、4月には野依小学校との統合式を行い、新しい学校での
学校教育が開始した。

継続

小学校
・「学校・家庭・地域の連携を通して、自らの力で深く考え、たくましくしっかり
生きる子を育てる」という目標のもと、各学年年間指導計画を作成し、それに
基づき、指導を進めている。
・道徳の副読本を２種類整備し、心のノートや「なかまとともに」等も含めて、
ねらいに適した資料を選択するようにした。
・各学年・学級では参観日に授業を行い、保護者向けに「通信」や校内だより
を発行している。
・平成２１年度より、本校の研究テーマは道徳教育を中心に進めている。
・子どもたちの生活実態に合わせて学習内容を精選し、取組を進めている。
また、本校の研究主題である｢話したり・聞いたり・書いたりする言語活動｣を
重視しながら授業を組み立てている。各学年とも日頃の日記指導や作文指
導の中で、生活を綴ることで自分たちの生活を見つめ直すことに力を入れな
がら取組を進めてきた。また、エンカウンターの授業を導入し、参加体験的な
活動を取り入れながらなかまづくりに力を注いでいる学級も多い。

継続

中学校
・人権教育を中心に、生命を尊重する心や自立心、自己責任、善悪の判断
など基本的なモラルを高める道徳教育の充実を目指し取り組んだ。
・道徳担当教諭が詳細な年間計画を立て、目標が達成しやすい教材を提供
した。
・道徳的な価値や実践力を習得する学習は、道徳の時間はもとより、あらゆ
る教育活動を通して取り組んできた。

小学校
・３～６年生で、「総合的な学習の時間」を年間70時間程度実施した。「国際
理解・情報・環境・福祉・人権・地域等」の各領域について、自ら課題を見つ
け、自ら学び、自ら考え、主体的に解決していこうとする力をつけるための取
組を行っている。また、それらの学習を通して、友だちの良さが分かり、協力
して共に伸びようとする態度も養っている。
・各学年の実態に応じて、町探検、昔の生活の体験、外国語を体験しよう、
食について考えよう、福祉や平和について考えよう等、課題を設定し、教科
と関連づけながら計画を立て実施した。
・「ふるさと（地域）と向き合い、自ら考え学ぶ子の育成をめざして～人に学
び、生き方を考える指導方法の工夫と実践～」というテーマのもと、各学年で
取組を進めている。具体的には、ゲストティーチャーを招いてお話を聞いた
り、体験学習を進めたりしている。自分たちが調べたことを資料にまとめ、参
観日等で発表している学年もある。子どもたちは、積極的に地域学習に取り
組み、意欲的に活動している。また、ゲストティーチャーを招くことで児童の
興味関心を促し、交流も図ることができた。

継続

中学校
・合唱コンクールに、地元のコーラスグループにも来ていただき、楽しい音楽
発表会が開催できた。
・地元の養護老人施設に出向き、地域のお年寄りとの交流を深めた。
・地元の高校と連携し、学校周辺や校区内の清掃活動を行った。
・マイタイム（朝の会の１０分間）や年間１０回の「ふれあいタイム」（放課後の
１時間）を使って「質問教室」等で、基礎、基本の学力定着を図った。
・福祉体験学習を地元の高校と連携して取り組んだ。
・キャリア教育の一環として、市内約４０カ所の事業所で職場体験学習を
行った。
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２０
総合学習（小・中学校）

２１ 道徳教育（小・中学校）

２２ 部活動の支援（中学校）
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宇陀市次世代育成支援後期行動計画　～平成２４年度進捗状況報告

H24
進捗

政策目標 推進項目 事業名称 平成２４年度の実績・評価

２８ 継続

２９ 継続

自立支援給付事業

３２ 心理発達相談事業（保健センター）
・相談実施者数：実　25人　　延　39人
・対象者の内、相談の必要性を受け容れてもらえないケースがある。

継続

３１ 障害児保育事業（保育所（園）・幼稚園）

幼
・職員の各種研修をとおして、資質向上を図った。
・入園前に子ども連携会議を行い、情報交換をしたことで、個々の詳しい状
況がわかり指導計画が立てやすかった
・小児科診断やリハビリセンターの感覚統合訓練に同行し、園の保育に取り
入れるようにした。
・個々の成長を具体的に保護者に伝えるとともに、見通しをもった指導計画
を共有することにより、信頼関係を築けた。
・園内で特別支援教育について計画的に話し合う機会をもち、職員間の共通
理解を深めた。

継続保
・個々に応じた計画を立て、実態に応じた援助や支援ができているか会議を
もち、より良い援助・支援を探っていった。
・感覚統合訓練の引率を行うことで、訓練の内容を遊びに取り入れることが
できた。
・特別支援児も含めて一人ひとりの子どもの発達が滞りなく進んでいるか、
職員が一丸となって見ていき、話し合い、どのようにするのが良いか見極め
手だてしていく。
・ 打ち合わせ・特別支援会議・園内研修・研修会に参加し報告し職員の意識
を高める。
・ 保護者には研修や相談の機会のパンフレットを渡したり紹介したりして必
要に応じて援助する。

３０
障害のある子どもに対する自立支援給付事業
　　　　　　　（福祉課）

継続

児童ディサービス　　平成23年度　7,948,705円　平成24年度　15,250,197円

補装具給付費　　　　平成23年度　2,878,069円　平成24年度　  1,788,925円

福祉サービスについては認知度があがっている。
補装具に関しては、耐用年数があるので年度により変化がある

　相談（来室）件数
・保護者他相談来室（子ども来室付き添い除く）　　４件　のべ４６回
・子ども来室　６件　１５０回
・今年度曽爾自然の家にて、遠足を実施また恒例行事としてクリスマス会及
び卒業式を行う。

継続

⑥

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
支
援

特別児童扶養手当（子ども支援課） 特別児童扶養手当の受給者　   １０７人（平成２５年３月３１日現在）

障害児福祉手当（介護福祉課） 障害児福祉手当の実績  障害者福祉手当19名　特別障害者手当24名

「大宇陀小学校再編計画」に基づき、大宇陀小学校を１校に統合再編した。

大宇陀小学校建設工事（１期）により新校舎、体育館を建設した。
継続

２６ 学校施設の開放（学校教育課、小・中学校）

義務教育施設の一般開放は既に実施している。
平成24年度使用実績
大宇陀小学校58件・野依小学校9件・菟田野小学校259件・榛原小学校95
件・榛原東小学校221件・榛原西小学校317件・生西小学校156件・室生東小
学校3件・大宇陀中学校279件・菟田野中学校329件・榛原中学校31件・室生
中学校99件

継続

中学校
・学校評議員の方を交え、学期に一度評議員会を開催した。学校の取組や
現在の様子、成果と課題を報告しご意見をいただいている。また、地域から
の声も聞かせていただき生徒や職員にも伝えることができた。入学式、卒業
式、体育大会、合唱コンクールなどの学校行事にも来ていただき、生徒の様
子を見ていただくことができた。
・色々な提言や支援をいただいたことで、この制度を意義深いものにするこ
とができた。 継続

幼稚園
・評議員２名の方には、評議委員会や保育参観、行事等に参加していただ
き、その都度ご意見、ご指導をしていただいた。また、様々な相談や情報を
いただいた。
・定期的に来園して参観していただきその後貴重な感想や指導をいただくよ
うにいた。的確な評価をしていただき、この制度の意義の深さを実感した。
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２４
学校評議員制度の活用
　　　　　（幼稚園、小・中学校）

２５
宇陀市大宇陀小学校再編
　　　　　（教育総務課）

２７
適応指導教室「はばたき」
　　　　　（教育総務課）
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宇陀市次世代育成支援後期行動計画　～平成２４年度進捗状況報告

H24
進捗

政策目標 推進項目 事業名称 平成２４年度の実績・評価

３３ 継続

３５
着手
推進

・宇陀市暴力団排除条例において、青少年の加入防止や暴力団犯罪から被
害防止のため、市が設置する学校において、教育が行われるよう措置を講
ずること及び青少年の育成に携わる者に対して、市が支援等を行うことを規
定した

４１
防犯教室
（総務課、保育所（園）、幼稚園、小・中学校）

幼、保
・避難訓練の中に「防犯教室」を実施し,職員劇をＤＶＤ視聴を通して身近に
起こりうる「誘い」や「防犯」に危機意識をもたせる。
・警察の方にきていただき年2回被害防止教室を開催し、子どもの被害防止
に対する意識を育てた。日常保育の中で年3回「おすしの体操しましょう」と
放送し防犯に備えての訓練を開催する。また、保護者に対して門扉の施錠
や時間外の送迎時は正面玄関からチャイムを鳴らして入っていただく事を文
章や張り紙などで徹底する。

継続
小、中
・宇陀署・サポートセンターの方に来ていただき、低学年は「いかのおすし一
人前」について劇などを通して分かりやすく教えていただいた。高学年は、
「万引き」などの犯罪をしてしまったり、犯罪に巻き込まれてしまったりするこ
との恐ろしさについて学ぶことができた。
・全校生徒を対象に宇陀署による防犯教室や携帯安全教室を実施した。最
新の情報等を専門的立場から説明していただき、大変有意義であった。
・奈良県警青少年サポートセンターに依頼し、「万引き」の指導を寸劇を交え
て行った。また、宇陀署生活安全課の方に薬物乱用の恐ろしさについて指
導していただいた。

３９ 青色防犯パトロール（総務課、教育総務課）

・職員が県警主催の青色防犯パトロール講習を受講し、小学校下校時の
　時間帯にパトロールを実施した。

継続
・教育委員会、総務部、市民環境部、各地域事務所の職員が毎月１０日
　前後に実施

大宇陀地域　１０３旗　　　　菟田野地域　　７０旗

榛原地域　　 ２６５旗　　　　室生地域　　　 ７０旗

３８ 防犯ブザーの配布（学校教育課）
小中学校の新１年生に防犯ブザーを配布

小学生223個　中学生255個　合計478個
継続

②

子
ど
も
を
犯
罪
等
の
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害
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ら
守
る
た
め
の
活
動
の
推
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３７
「こども１１０番の家」旗の設置
　　　　　　（総務課・教育総務課）

市民の協力を得て、「子ども１１０番の家」旗を更新するとともに現状にあった
場所に設置

継続

４０
生活安全推進協議会による地域の安全対策の推
進
　　　　　　　　　（総務課、危機管理課）

・青少年の非行防止と健全育成活動の一環として、関係機関が連携し見守
り活動等を実施した（宇陀地区防犯協議会）

継続

交通対策協議会による地域の安全対策の推
進
　　　　　　　　　　（総務課）

・通学時の安全対策のため集団登校用の旗（児童愛護旗）を小学校に配布
した。

継続
・危険箇所に、「スピード落とせ」「とび出し注意」等の注意喚起看板を設置し
た。

・春、秋の交通安全運動期間中園児、児童、生徒への啓発･指導を行った。

継続
小、中
・事故の怖さ、交通ルールの大切さ、命の大切さなどを訴え登下校や日常生
活での安全面でも指導した。集会等で宇陀署の方に来ていただき、映像を
通して事故は身近に存在し命を失う危険性を伝えてきた。自転車点検も地
元の業者に依頼し、点検していただいた。
・春・秋の交通安全では、教員・生徒・ＰＴＡで「挨拶運動」も含めて実施でき
た。
・各学期のはじめ、交通安全運動の期間中に、ＰＴＡ役員と連携し、交通安全
指導のための立哨を行った。

乳幼児用補助装置貸与業務事業（子ども支援
課）

ヘビーシート貸与数　　　４２件　（平成２４年３月３１日現在）

2
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①
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進

交通安全登校児童指導（総務課）
・春、秋の交通安全運動期間中に各地区の通学路において、児童・生徒の
安全確保のために登下校指導を実施する。

３４
交通安全教室
　　（総務課、保育所（園）、幼稚園、小・中学
校）

幼、保
・登降園の指導を実施し、交通安全の意識を高めた。
・交通安全教室を実施し、模擬道路での実際指導や着ぐるみ劇を通して安
全な歩行の指導を受けた
・園外保育時、交通指導を行い安全意識を高めた。
・交通安全教室を行い、サポートセンターより指導員の方を招き、安全な歩
行の仕方についての指導をうけた。また、園外保育の際に、実際に道路での
指導を行うことで、指導の強化を図ることができた。

３６
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宇陀市次世代育成支援後期行動計画　～平成２４年度進捗状況報告

H24
進捗

政策目標 推進項目 事業名称 平成２４年度の実績・評価

幼、保
・「友達の良いところを認め合おう」「良いところは言葉にして伝え会おう」を実
行した。
・一人一人の子どもを大切にして全職員が全園児を把握出来るように、日々
打ち合わせを行っている。日常保育の中で友だちにやさしく思いやりがもて
る子どもに育つように、また、トラブルがあった時には子ども達と共に話し
合ったり、視聴覚を通して考え合ったりしている。職員の子どもへの言葉掛
けも園内研修で研究し、切磋琢磨している。いじめのない、思いやりのもてる
子どもに育つように職員が力を合わせて取り組んでいる

・年４回の「なかまの集い」や年数回の「人権を確かめあう日」に様々な人権
問題学習に取り組んだ。
・学校代表が邑久光明園を訪れ、奈良県人会（元ハンセン病患者）の方々と
交流し研修を積んだ。
・人権教育の推進計画をもとに、各学年や全校での集会活動など取り組ん
だ。５～６年生から、「みんなの広場」の参加者をつのり、毎週木曜日の放課
後、人権についての学習に取り組んだ。
・人権教育推進計画の見直しを図った。学校での取組を家庭にも知らせ、協
働的な家庭教育に取り組んでもらうため、「人権だよりスマイル」を発行した。
・参加児童を募り「ふれあい学習」を実施。５０名以上で毛皮を使ったキー
フォルダーを作った。 継続

・校内の壁面や教室の窓には生徒たちが考えた「人権標語」を掲示し、子ど
もたちの意識を高めてきた。また、人権作文発表会や劇「はせがわくんきら
いや」などに取り組んだ。職員研修では、同和問題関係史料センター所長に
来ていただき、歴史や差別の状況について学んだ。
・本校では宇陀市人権教育推進指定校として本校人権教育の再点検をし、
２４年度は年３回の校内授業研究会などで活発な意見交流をした。

3
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①

人
権
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進

４７
小中学校での人権教育の推進
　　　　　　（教育総務課・小・中学校）

４８
保育所（園）・幼稚園での人権教育
　　　（教育総務課・保育所（園）・幼稚園）

４６ 絵本の読み聞かせ事業（図書館）

・ブックスタート　計１１回（BCG予防接種時６回、母親教室１回、
　　　　　　　　　　　　　　　　育児教室４回：職員　ボランティア）

継続・すくすくひろばお話会　月２回（中央図書館：ボランティア）

市民になって間もない保護者に図書館を周知し、絵本の活用とおはなし会
の参加を促すことができた

　 平成２４年度最優秀作品

　　 ｢あいさつは　言われるままに　自分から」

　　 「大切な　みんなの笑顔　消さないで」

４５ 講演会の実施（生涯学習課）

子どもたちがいじめ、痴漢、虐待、誘拐、性暴力といった様々な暴力から自
分を自分で守るための力を身につけるためＣＡＰ事業の実施
　　　　菟田野小学校・榛原小学校・榛原東小学校・室生東小学校・室生西小
学校　　５校で実施
　　　　３年生を対象に２２８名受講

継続

・立入り巡回啓発活動(平成24年11月6日）

　  奈良県と合同で市内コンビ二・書店・雑誌自動販売機等立入り啓発

４４ 啓発標語募集（生涯学習課）

・中高生を対象に標語を募集

継続

・喫煙経験率・飲酒経験率が低下
・市内全中学校で、同じ視点での啓発が実施できた。
・喫煙・飲酒を勧められた時に断れる率は変化していない。
・妊娠期・乳幼児期からの防煙の取組が、　十分には実施できていない。

４３ 街頭啓発（生涯学習課）

・青少年健全育成街頭啓発（平成24年11月1日）

継続

　　１１月の全国青少年健全育成月間にあわせ、榛原駅等市内５箇所で
　　標語入りティッシュの配布

2
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４２
喫煙飲酒防止対策の推進
　　　　　　　　（中学校、保健センター）

・校区内の青少年健全育成協議会と連携し、毎月巡視をしている。コンビニ
ショップや商店などに、中学生の喫煙、飲酒防止の協力を学校職員と育友
会本部役員、育成指導部がお願いに回っている。年１度の薬物乱用防止教
室の中でも飲酒についても指導している。
・夏祭り、秋祭り、初えびすなどの地域の行事に教職員、ＰＴＡが校外指導を
実施した。
・主に、教科指導（保健体育）と学級指導、保健だよりを活用し指導・啓発を
行った。 継続

継続
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宇陀市次世代育成支援後期行動計画　～平成２４年度進捗状況報告

H24
進捗

政策目標 推進項目 事業名称 平成２４年度の実績・評価

個別ケース会議２６回開催　　　通告を受理後、直ちに子どもの安全確認を
行い、速やかに受理会議を実施し、各関係機関に子どもと保護者に関する
情報収集や最も効果的な援助を検討した。

継続

保健ｾﾝﾀｰ
妊娠届出時より、妊娠・出産・育児に関する相談を実施し、ハイリスク者に対
する継続支援を実施。
虐待予防の視点を強化したたまごクラス実施。
乳児（新生児）・産婦訪問指導を全出生児対象に実施。
乳幼児健診未受診者状況把握の実施。
事業を通じ、把握した要保護児童家庭や支援が必要な家庭について関係機
関と連携。

幼、保
・子どもの様子や保護者の言動に変化があった時は、職員で情報を共有し、
早期に懇談を行う。
・子どもの様子を見ていくと共に、他の関係機関と連携し話し合いをもった。
・ケース会議に上がった子どもを継続的に観察し、月に１回報告した。
・子どもの様子を把握・観察すると共に、送迎時には積極的に保護者に声を
かけ、話しやすい関係を築き、早期発見・予防に努めた。

小、中、教育委員会
・毎日児童を観察し、何か気になることがあれば、定期の家庭訪問以外に
も、保護者との連絡を取り、家庭訪問をするなどして、早期発見・虐待予防に
努めている。
何らかの通報が市の方に児童については、毎月担任が児童相談連絡書に
記入し届けを出している。
スクールカウンセラーと連携し、保護者の思いを受け止めてもらい、虐待予
防に繋がっている。
・「児童虐待防止の対応」に基づき、児童理解を深めたり、保護者との連絡を
密にしたりするとともに、子どもが「虐待が疑われるサイン」を発信していない
か常に観察し、早期発見及び予防に努めた。
・毎月全職員で子どもたちの様子について情報交換を行い、虐待の疑いに
ついても点検を行っている。特に経過観察中の児童や気になる児童は関係
機関と連携して事実確認や経過観察をしてきた。

宇陀市要保護児童対策地域協議会
代表者会議　　１回開催（平成２４年５月３１日）
実務者会議　　３回開催（平成２４年７月１２日・１１月１５日・平成２５年２月２
６日）
ケース会議　　２６回開催（随時）

継続

５１
虐待の早期発見と予防、対応
　（子ども支援課、保健センター、教育総務課、
　保育所（園）、幼稚園、小・中学校）

安全確認や保護者への支援など各機関と連携し、支援・援助を行った。
要対協を利用しての支援が活発、重要になっており、個別ケース検討会議
に至るまでの各所属との現況確認、支援の打合せ等の回数が増えた。　ま
た、児童虐待防止に向けた啓発活動の充実として、広報うだへの掲載、虐
待防止ポスター配布と全児童へのチラシを配布した。

継続
3
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５０ 要保護児童対策地域協議会（子ども支援課）

５２
個別事例検討会議（ケース会議）
　　　　　　　　　（子ども支援課）

４９
こども人権（地域ふれあい活動体験）事業
　　　　　　（人権推進課）

大宇陀地域　活動日数　　１０日　　参加人数　　のべ６９６人

継続

榛原地域　　活動日数　　 ６１日　　参加人数　　のべ１２７１人

室生地域　　活動日数　　１５日　　参加人数　　　のべ７２人

地域の人々に様々なことを学びまた、交流をしたことにより地域との繋がり・
絆の大切さを感じることができた

3

子
ど
も
の
人
権
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護
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進 ①

人
権
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育
の
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進

48
保育所（園）・幼稚園での人権教育
　　　（教育総務課・保育所（園）・幼稚園）

・学校教育振興事業（宇陀市人権教育研究会補助事業）
・市人教総会、各専門部会、市人教研究大会、全人教、奈人教、県外教、奈
人推教などへの参加旅費など
・宇陀市センター研修（人権教育）実施
・宇陀市教育委員会　人権教育の推進について（作成、配布）

継続
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進捗

政策目標 推進項目 事業名称 平成２４年度の実績・評価

５５ 継続

６１
着手
推進

着手
推進

６３
通常保育事業
　　　　　　（子ども支援課、保育所（園））

・保護者の就労時間に応じて早朝保育や長時間保育を行い,安心して働ける
環境作りを行った。
・計画的に園内研修を行ったり各機関の研修会に参加したりして保育士の
資質向上を図った。
・園内研修（講師招聘する分・職員のみで行う分）と、県や市からの研修を通
して保育士の質の向上を図る。保育の中で重要な世代間交流（幼・小・中・
高・高齢者等）を通して子ども達の人格形成に役立てたり、園だよりクラスだ
よりはもちろん、行事や日常の遊びや生活の様子を写真に撮り掲示したりし
て園への理解を図っている。また、子育てに対する不安を取り除けるように
相談に応じたり、講演会を開いたりして啓発する。
・ 園内でのトラブルなどにも素早く対応し保護者の信頼を得る。
・ 園としての課題克服の一手段として朝一番に心も体も目覚めさせるきらき
らタイムや鳥見山登山や年間通じての園外保育等体力づくりを計画し実行
する。

継続

出産祝い事業（福祉課） 出産祝い品贈呈数　　　１５０件　（平成２５年３月３１日現在）

5
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６２ 保育所（園）の整備（子ども支援課）
増加する榛原地域の保育所ニーズに対応すべく、民間保育所の誘致等も含
め検討を行った

６０
宇陀市ぬくもり修学奨励金
　　　　　　（教育総務課）

　高等学校　１５名　　９００，０００円

　専修学校　　１名　　　６０，０００円

　専門学校　　３名　　３６０，０００円　　

　大学校　　　 ６名　　７２０，０００円

５９ 就学援助（教育総務課）

　小学校　　１２０名　　　７，００５千円

継続
　中学校　　　９１名　　　８，０１４千円

５８
宇陀市立幼稚園保育料減免
　　　　　　（教育総務課）

・宇陀市立幼稚園の園児の保護者に対して保育料の支払いの経済的負担
が大きい階層を対象に、保育料の減免措置を行った。

継続
・１１名　４５２，０００円

５７
国民健康保険出産育児一時金
　　　　　　（保険年金課）

子どもの健康の保持、子育てしやすい環境づくりを目指して、通院医療費に
ついては小学校入学前の乳幼児を対象に自己負担額の一部を助成し、入
院医療費については中学校卒業時までの子どもを対象に保険診療分の自
己負担額の全額の助成を行った。
  ・平成２４年度助成件数・金額　　　１３，９６７件　２，３８１万円

継続

子ども手当（福祉課） 子ども手当の受給者　　　　　１，７１７人（平成２５年３月３１日現在）

５６
子ども医療費助成制度
　　　　　　（保険年金課）

子どもの健康の保持、子育てしやすい環境づくりを目指して、通院医療費に
ついては小学校入学前の乳幼児を対象に自己負担額の一部を助成し、入
院医療費については中学校卒業時までの子どもを対象に保険診療分の自
己負担額の全額の助成を行った。
  ・平成２４年度助成件数・金額　　　１３，９６７件　２，３８１万円

継続

　２４年度の新規事業として、子育て相談の充実と午後からのふれあいルー
ム（2階）の活用を目的として「なかよしひろば」を月1回開催した。幼稚園降
園後に参加出来ることで、園児を連れて未就園児も参加してくれ、異年齢交
流ができた。既存の事業においてもスムーズに運営することができた。
　また、子育てサークル活動支援（5団体）　年５０回、子育てボランティア（20
名）の育成を実施した。
　平成24年度　子育て支援センター事業参加延べ人数　子ども（４２４３名）
大人（3591名）合計（7835名）

継続

５４ 子育てサポートクラブ（子ども支援課）

仕事と育児を両立できる環境整備と子育て支援をするサポートクラブの活動
平成２４年度子育てサポーター運営会議　　４回
リビングルーム（普及・啓発）　　　　　　　 　　４回
サポーター養成講座　     　７回講座　1回　・4回講座　1回
個別活動　随時

継続

4

子
育
て
を
支
援
す
る
生
活
環
境
づ
く
り

①

す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援

５３
地域子育て支援拠点事業
　　　　　　　（子育て支援センター）

-12-



宇陀市次世代育成支援後期行動計画　～平成２４年度進捗状況報告

H24
進捗

政策目標 推進項目 事業名称 平成２４年度の実績・評価

６７ 継続

６８ 継続

７３ 継続

７５ 継続

子育てサークル活動育成支援事業
　　　　　　（子ども支援課・保育所（園）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　子育て支援セン
ター）

・市内子育てサークルは、5団体。
・主な活動場所は、子育て支援センターや大宇陀幼児園、公共施設（フレン
ドパーク・アニマルパーク　など）を利用。
・サークル会議を年2回実施。またサークル活動の写真を掲示し活動意欲を
高め、周知を図った。

継続

子育て情報の提供（子ども支援課）
子育てに関する情報を、ホームページやツイッター等を活用し情報発信を
行っている。

継続

男女共同参画による子育ての促進
　　　　　　（健康増進課・保健センター）

たまごクラス時、妊婦の配偶者を対象に教室を土曜日に実施。グループ
ワークなどで配偶者の協力について啓発。
配偶者の参加者数：　11人

6

地
域
に
お
け
る
子
育
て
の

支
援

①

子
育
て
支
援
の

ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り

７４

母子医療費助成制度
　　　　　　　（保険年金課）

子どもの健康の保持、子育てしやすい環境づくりを目指して、通院医療費に
ついては小学校入学前の乳幼児を対象に自己負担額の一部を助成し、入
院医療費については中学校卒業時までの子どもを対象に保険診療分の自
己負担額の全額の助成を行った。
  ○平成２４年度助成件数・金額　　　１３，９６７件　２，３８１万円

継続

③

男
女
共
同
子
育
て
の
推
進

７２
男女共同参画社会の必要性の啓発
　　　　　　　（人権推進課）

集会では、人権擁護委員によるプレゼンと市民劇団による発表講演を実施。
参加者からは、大津のいじめ事件や児童虐待など身近な問題から人間の心
理を検証した内容の話は、わかりやすくて共感を得ることができた。

・榛原地域において、榛原小学校学童保育室は、1年～3年延べ４６１人、
  榛原東小学校学童保育室は１年生～4年生延べ498名の受入を行った

②

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す

る
自
立
支
援
の
推
進

７０ 児童扶養手当（福祉課）
児童扶養手当の受給者　　母子　１９６人　、父子　１７人、養育者　３人
（平成２４年３月３１日現在）

着手
推進

平成２４年度　該当ケースなし

６９
放課後児童健全育成事業(学童保育）
　　　　　　（人権推進課、児童館、子ども支援
課）

大宇陀児童館・菟田野児童館・室生西児童館では、従前からの児童館活動
に代わって、大宇陀児童館クラブ・菟田野児童館クラブ・室生西児童館クラ
ブとして平成24年4月1日から「放課後児童健全育成事業」に特化した事業展
開を行った。また、保護者の就業状況等に応じ、長期休業期間の早朝時（午
前8時～午前9時）や、夜間は午後7時まで児童を保育する体制を構築して、
子育てと仕事との両立支援に寄与した。
大宇陀児童館クラブ開館日数：年間253日
菟田野児童館クラブ開館日数：年間253日
室生西児童館クラブ開館日数：年間253日

継続

　保護者が安心してリフレッシュできるよう預かり保育を実施している。
・平成２４年度利用件数　大宇陀幼稚園　1,200件　榛原幼稚園　1,086件
　　　　　　　　　　　　 　　 　榛原東幼稚園　1,914件 榛原西幼稚園　832件
                                   室生幼稚園　      764件
                                   合計 5,796件

継続

子育て短期支援事業（トワイライトステイ）
（子ども支援課）

平成２４年度　該当ケースなし

・保護者の多様な就労形態やニーズに対応し、出来る限り受け入れると共
に、安全で安心できる保育環境を整え、保護者のリフレッシュや就労、子育
てを支援する。入園希望者で入園までのつなぎの慣らし保育として受け入れ
ることで、就労の支援をすることが出来た。また、就労されている方は定期
的に利用されているので需要と供給は概ね一致している。
・概ね利用者の希望を受け入れることができた。

継続

６５
延長保育事業
　　　　　　（子ども支援課・保育所（園））

早朝保育・・・午前7時30分～8児30分
延長保育・・・午後4時30分～6時30分
概ね保護者のニーズに応えられていたと思う。遅くなると連絡をもらった保護
者には必ず「慌てなくて良いから、きを付けて来て下さい。」と伝える等保護
者の思いを受け止めるようにしている。
・保護者の就労時間に応じて時間を決め対応する。また、急に仕事等で迎え
が遅くなる場合は、その都度対応する。

継続

5

子
育
て
と
仕
事
と
の
両
立
の
支
援

①

多
様
な
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

６４
一時預かり保育事業
　　　　　　（子ども支援課、保育所（園）

６６
預かり保育事業
　　　　　　（教育総務課・幼稚園）

子育て短期支援事業（ショートステイ）
（子ども支援課）

７１
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H24
進捗

政策目標 推進項目 事業名称 平成２４年度の実績・評価

大宇陀児童館・菟田野児童館・室生東児童館・室生西児童館・室生北児童
館では、平成23年度をもって児童館活動を終了しました。特に、室生東児童
館・室生北児童館については、行政改革により平成24年4月1日以降は休館
しています。
大宇陀児童館・菟田野児童館・室生西児童館では、従前からの児童館活動
に代わって、大宇陀児童館クラブ・菟田野児童館クラブ・室生西児童館クラ
ブとして平成24年4月1日から「放課後児童健全育成事業」に特化した事業展
開を行った。

継続

８２
地域放課後子ども教室推進事業
　　　　（人権推進課・生涯学習課）

【地域ふれあい活動体験事業】
地域で活躍されている人たちの職場等を訪ね、様々なことを学ぶ。また、地
域の人たちと交流をすることにより、地域との繋がり・絆の大切さを感じるこ
とができ、地域の良さを再発見することができた。
市内4地域の中学校等において実施
・大宇陀地域　年間２０日　参加人数のべ７３９人
・菟田野地域　年間７０日  参加人数のべ１，０１３人
・榛原地域　　 年間３０日　参加人数のべ３４６人
・室生地域　　 年間２１日　参加人数のべ９２４人 継続

１教室実施
    活動場所　　図書館、集会所
　　活動状況　　週１回程度　年間４０回
　　参加状況　　延べ５２０人
　　活動内容　　お話会、工作教室、健康教室、高齢者との交流会等

８０ 子ども会連合会（生涯学習課）

・子どもフェスタ参画（平成２４年９月１０日)

継続

・手作り体験学習会(平成２４年１１月４日

７９ ジュニアリーダー養成（生涯学習課）
　宿泊体験活動を通して自主性や協調性を養い、学校の枠を越えた交流と
ジュニアリーダーの養成を図ることを目的に、避難所疑似体験事業を計画、
２５年度より本格的に事業化する。

継続

　紙ひこうき大会、チャレンジランキング、クラフト、大声コンテスト、タイムトン
ネル・昔あそび、人形劇、　　ジュースの釣堀、水てっぽう等

　約１，５００人参加

７８ 市スポーツ少年団（生涯学習課）

６単位団（野球・バドミントン・バスケットボール・バレーボール・少林寺拳法）
各種目による親善大会の開催

継続

・廃校となった小学校を活用した文化芸術活動体験交流施設として、｢ふる
　さと元気村｣があり、芸術家の作品とふれあえたり、世代や地域を越えた
　交流の場となっている。体験学習として、年間を通した教室事業やホタル
　鑑賞など自然の保全や季節の体感ツアーなどを行っている。

　　教室事業　　１９教室（月１～２回）          イベント事業　　年４回

子
ど
も
の
多
様
な
体
験
活
動
の
機
会
の
充
実

７７ こどもフェスタ（生涯学習課）

宇陀子どもフェスタ２０１２（平成２４年９月１０日）

継続

6
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②
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７６ 文化芸術活動体験交流（企画課）

③

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

８１ 児童館活動（人権推進課・児童館）
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